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今
日
か
ら
春
休
み
ー
卒
業
生
に
と
っ

て
は
、
社
会
人
に
な
る
人
、
次
の
学
校

に
進
学
す
る
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
各
自

が
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
時
期
－
と

こ
ろ
で
、
水
巻
町
で
は
、
三
月
十
四

日
、
二
中
学
校
、
三
百
七
十
六
人
、
三

月
十
八
日
、
五
小
学
校
、
三
百
七
十
二

人
の
卒
業
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
舎
を
元

気
よ
く
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
こ
水
巻
南
中
学
校
で
は
、
講
堂
に

一
同
が
会
し
て
、
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
の
後
、
父
母
と
も
各
ク
ラ
ス

に
入
り
、
担
任
先
生
と
最
後
の
別
れ
ー

黒
板
に
は
、
各
自
恩
い
思
い
の
言
葉
が

書
か
れ
、
先
生
か
ら
一
人
一
人
に
卒
業

証
書
と
祝
辞
が
送
ら
れ
、
ジ
ン
と
く
る

の
で
し
ょ
う
、
女
生
徒
の
涙
が
見
う
け

ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
恩
師
、
在
校
生
の
見
送
る

雨
の
な
か
、
三
年
間
の
思
い
出
を
胸
に

だ
き
、
校
門
を
後
に
し
ま
し
た
。

ｌｑｈが、ゝ〃′もータ専一′こもクも…べもクベリン‾ヽ

町　の人　口
（2月禾現在）

人　口　　　　27，294人

男　　　　13，326人

女　　　　13，968人

世帯数　　　8，533世帯

転入154人　　出生　31人

転出163人　　死亡16人

（2月異動）

部落解放春期講座：亘こ芸孟芸芸品ホ票30分～16時。削市松本紆氏「われの歩いた遭」。映画「おもたあ荷」
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春の交通安全竃昏4月6日～4月15日　コ

合
図
を
忘
れ
な
い
で

停
止′－ヽ
′＼、ク

奈′・・・◆

一■ヽ

Ｌノ

ミ塞プ

嘉＋川1

Ｃ〉

這 力

自転車を運転するときの停止、右・左折の合図

交
通
安
全
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

春
の
交
通
安
全
運
動
の
一
貫
と
し
て

交
通
安
全
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

を
次
の
通
り
行
い
ま
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
の
参
加
を
お
待
ち
し

ま
す
。

▼
日
時
　
4
月
5
日
（
日
曜
）
　
9
時

3
0
分
集
合
、
雨
天
は
中
止

▼
集
合
　
中
間
市
垣
生
公
園
（
駐
車
場

は
市
営
球
場
横
）

▼
参
加
資
格

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
チ
ー
ム
　
（
原
則
と
し
て

家
族
に
よ
る
構
成
）

㊥
一
般
チ
ー
ム
　
（
小
・
中
学
生
の
み
の

チ
ー
ム
は
受
付
け
ま
せ
ん
）

ｌ

チ

ー

ム

　

2

人

～

5

人

▼
服
装
及
び
携
行
品

活
動
し
や
す
い
服
装
、
弁
当
、
ボ
ー

ル
ペ
ン

▼
応
募
要
領
　
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
左

記
ま
で

。
折
尾
警
察
署
、
交
通
課
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
係
～
八
幡
西
区
折
尾
4

丁
目
8
番
1
0
号

▼
締
切
り
3
月
3
1
日
ま
で

く
わ
し
い
こ
と
は
折
尾
署
オ
リ
エ
ン

テ

ー

リ

ン

グ

係

（

曾

6

9

1

・

0

3

3

1

・

内

線

2

6

1

～

2

）

ま

で

水
巻
町
内
で
、
昨
年
一
年
間
に
、
百
四
十
二
件
の
交
通
事
故

が
発
生
し
、
重
傷
者
十
六
人
、
軽
傷
者
百
二
十
九
人
も
の
犠
牲

者
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
は
、
一
昨
年
と
比
較
し
て
発

生
件
数
で
三
件
増
え
た
も
の
の
、
死
者
な
し
、
負
傷
者
数
三
十

九
人
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
日
か
ら
学
校
は
春
休
み
ー
例
年
こ
の
．
時
期
は
小
学
生
の
と

び
出
し
、
ま
た
、
運
転
者
は
春
の
陽
気
に
さ
そ
わ
れ
て
、
つ
い

う
っ
か
り
、
よ
そ
見
運
転
と
、
交
通
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

運
転
さ
れ
る
み
な
さ
ん
／
事
故
を
お
こ
し
て
か
ら
で
は
、
い
く

ら
後
悔
し
て
も
遅
す
ぎ
ま
す
。
悔
や
む
前
に
、
も
う
一
度
、
ハ

ン
ド
ル
を
持
つ
手
に
安
全
確
認
を
い
い
聞
か
せ
ま
し
ょ
う
。

運
動
　
の
重
点
目
標

。
歩
行
者
、
特
に
子
供
の
交
通
事
故
防
　
　
進

止二
輪
車
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促

。
無
謀
運
転
の
追
放

バ
ス
利
用
者
の
み
な
さ
ん
へ

◎
停
留
所
で
は

。
バ
ス
が
止
ま
る
ま
で
、
さ
が
っ
て
お

待
ち
下
き
い

。
か
け
こ
み
乗
車
は
大
変
危
険
で
す

。
バ
ス
の
直
前
、
直
後
の
横
断
は
特
に

危
険
で
す
か
ら
や
め
ま
し
ょ
う

。
幼
児
の
一
人
歩
き
は
、
さ
せ
な
い
よ

う
に

◎
バ
ス
車
内
で
は

。
運
転
中
の
車
内
移
動
は
危
険
で
す

。
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
万
に

席
を
お
ゆ
ず
り
下
さ
い
　
（
黄
色
の
座

席
は
優
先
席
で
す
）

。
や
む
を
得
ず
急
停
車
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
「
つ
り
輪
」
や
「
手
す
り
」

を
お
持
ち
下
さ
い

。
降
車
合
図
は
早
目
に
、
両
替
は
バ
ス

が
停
車
し
て
い
る
時
に
し
て
下
さ
い

道路でこんなことをしていませんか

徳辛判街生新町ぐるみ　皆で見張ろう　非行の巣

犠
　
㌣
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離
職
者
対
策
協
議
会
か
ら

町
に
感
謝
状

こ
の
度
、
日
炭
高
松
離
職
者
対
策
協

議
会
（
稲
村
丑
会
長
）
か
ら
、
伊
藤
町

長
に
感
謝
状
と
記
念
品
（
油
絵
）
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
石
炭
産
業
の
斜
陽
化
に
と

も
な
い
、
町
で
は
昭
和
四
十
四
年
か
ら

住
宅
問
題
を
行
政
の
柱
と
し
て
取
り
組

み
、
日
炭
閉
山
後
1
0
年
に
し
て
こ
の
改

良
住
宅
建
設
事
業
が
全
て
無
事
完
了
し

た
こ
と
に
対
し
離
対
協
よ
り
感
謝
の
意

味
を
こ
め
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
他
の
産
炭
地
域
で
は
、
今

な
お
多
く
の
旧
炭
住
が
残
り
、
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
、
厳
し
い
財
政
負
担
で
は

あ
り
ま
し

た
が
、
国

県
に
強
く

働
き
か
け

ほ
と
ん
ど

の
旧
炭
住

が
新
し
い

五
階
建
の

ビ
ル
に
生

ま
れ
か
わ

っ
た
こ
と

は
、
水
巻

町
の
イ
メ

町
長
室
に
か
ざ
ら
れ
た

感
謝
状
と
油
絵

ー
ジ
を
大
き
く
か
え
た
こ
と
は
確
で

す
。

下
二
少
年
少
女
マ
ラ
ソ
ン
大
会

～
一
汗
か
い
た
後
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
最
高
～

三
月
八
日
、
下
二
公
民
館
児
童
育
成

部
主
催
で
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
朝
か
ら
晴
れ
わ
た
り
、

最
高
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
の
な
か
、
百
十

名
の
大
参
加
者
数
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
小
学
生
が
1
・
2
短
、
中
学

生
が
折
返
し
の
日
加
で
行
わ
れ
ま
し
た

コ
ー
ス
の
要
所
に
は
、
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
た
ち
が
見
守
り
、
選
手
た
ち
は

春
の
ど
か
な
田
園
の
な
か
を
気
持
よ
さ

そ
う
に
走
り
ぬ
け
ま
す
。

熱
心
な
お
父
さ
ん
は
、
選
手
の
後
を

自
転
車
で
、
ま
た
一
緒
に
応
援
し
て
コ

ー
ス
を
一
周
。

す
が
す
が
し
い
汗
を
か
い
た
後
は
、

全
員
公
民
館
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
食
べ

放
題
。
お

母
さ
ん
た

ち
が
前
日

か
ら
用
意

し
て
い
た

5
個
の
大

ナ
ベ
も
あ

っ
と
い
う

間
に
ベ
ロ

‖

ノ

ー

0
子
供
た
ち
に
と
っ
て
マ
ラ
ソ
ン
よ
り

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
方
が
〝
ね
ら
い
″
だ

っ
た
か
も
。

最
近
の
閉
鎖
社
会
の
環
境
の
な
か
で

地
域
の
子
供
と
親
が
一
緒
に
な
っ
て
、

汗
を
流
し
、
食
事
を
一
緒
に
と
る
こ
と

の
意
義
を
感
じ
と
っ
た
一
日
で
し
た
。

るなにめた

現
代
の
赤
ヒ
ゲ
先
生
き
た
る
〃
‥

主　　　 催

水巻町健康推進協議会

水巻町教育委員会

水巻町職員等健康対策協議会

健康　講演会
にぜひ参加を

と　き：4月11日出　午后2時～4時

ところ：役場横　体育センター

えんだい：「現代と人間のいのち」

こうし：公立菊池養生園診療所

所長竹　熊　室　孝先生

＊先生の横顔

Ｓ．9年熊本県山鹿市に生れる
Ｓ．35年熊本大学医学部卒業
Ｓ．40年同大学院卒業、医学博士
同大学医学部助手を素量て、49年3月まで講師
50年4月より菊池養生国所長として現在に至る

〔人間のいのちを支える〕

竹熊先生は「医、食、農」を自がらの闘病体験をもとに根底から問
い直し、医大教師の職を捨てて、ミ医者百姓亡　として田舎の診療所に
根をおろしています。

現在、先生は家畜をかい、耕す土に、あるいは老人達に学びながら

地域の人達と一体になってミいのちと土を守る運動ミ　やミ養生運動－
を展開している実践家でもあります。

「医は農に、農は自然に学ぶ」という竹熊理念は広く知られていま
す。

現代の赤ヒゲ先生、水巻町にて養生説法を説く．て／
みなさんお誘いあわせのうえ、多数参加されますよう、ご案内いた

します。

吉田二　白石　禎韓水巻の　みんなで摘もう　非行の芽
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（鼻業センサス集計）

農
業
経
営
の
機
械
化
が
進
む

昭
和
5
5
年
2
月
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
農
家
調
査
に
よ
り

ま
す
と
、
当
町
の
農
家
世
帯

は
2
1
1
世
帯
で
、
専
業
が
3
3
世

帯
、
第
一
種
兼
業
農
家
が
3
4

世
帯
、
第
二
種
兼
業
農
家
は

す
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
運
搬
車
は
ほ

と
ん
ど
の
農
家
に
行
き
わ
た
っ
て
い
ま

す
。機

械
に
よ
る
農
作
業
が
考
え
ら
れ
る

に
つ
れ
て
時
間
的
な
ゆ
と
り
が
農
業
経

営
に
生
じ
、
そ
れ
を
余
暇
を
楽
し
む
方

向
に
明
る
い
農
村
が
生
ま
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
熟
練
し
た
方
の
田
植
作
業

は
一
日
に
二
反
は
植
え
る
こ
と
が
で
き

る
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
も
ま
も
な
く
昔

語
り
と
な
る
で
し
ょ
う
。

お
か
の
台
県
営
住
宅

入
　
居
　
者
　
募
　
集

1
1
1
世
帯
と
な
っ
て
お
り
、
1
5
年
前
と
比

較
し
て
見
ま
す
と
約
7
割
に
減
少
し
、

農
地
面
積
に
お
い
て
も
宅
地
化
が
進
み

6
割
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
比
べ
て
農
機
具
は
機
械
化
に

ょ
り
多
く
の
農
家
で
購
入
し
利
用
さ
れ

て
お
り
、
耕
う
ん
機
、
ト
ラ
ク
タ
ー
は

一
三
〇
世
帯
が
も
っ
て
お
り
、
コ
ン
バ

イ
ン
も
九
七
世
帯
が
使
用
し
て
お
り
ま

し
尿
ご
み
収
集
料
金

4
月
か
ら
新
料
金
に

▼
公
募
戸
数
　
1
種
　
些
戸

▼
間
ど
り
　
　
6
・
0
・
6
・
0
・
Ｈ
Ｄ
Ｋ

▼
家
　
賃
　
　
2
万
6
千
円

▼
入
居
予
定
　
4
月
下
旬

▼
申
込
用
紙
配
布

4
月
ｌ
日
～
7
日
、
役
場
住
民
課
窓

口
及
び
県
土
木
事
務
所
建
凛
謀

▼
受
付
け

4
月
8
日
・
9
日
、
役
場
東
別
館
、

く
わ
し
い
こ
と
は
県
建
築
管
理
課
（

曾

0

9

2

・

7

8

1

・

1

1

1

1

、

内

線

4

5

9

）

ま

で

な
お
、
う
っ
か
り
し
て
申
告
を
忘
れ

て
い
る
人
は
、
す
ぐ
に
確
定
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
用
紙
は
、
税
務
署
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
、
手
続
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
若
松
税
務
署
（
蜃
7
6
1
・
2
5

3
6
）
ま
で
お
尋
ね
下
き
い
。

タ
バ
コ
は
町
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

青
少
年
非
行
防
止
に

〝
私
は
こ
う
考
え
る
″

2
月
2
5
日
号
に
チ
ラ
シ
で
、
み
な
さ

ん
の
ご
家
庭
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
通

り
、
4
月
か
ら
し
尿
、
ご
み
収
集
料
金

が
新
料
金
に
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

確
　
定
　
申
　
告
　
が

間
違
っ
た
と
き
は

15年前の農家世帯数と面穣比較
内訳

地区別

農　 家　 世　 帯 農　 地　 廊　 横

4 0 年 5 5 年 4 0 年　 Ｉ　 55 年

立 屋 敷
戸

19
戸

1 6
ａ

1 ．3 7 3
ａ

1 ，3 1 2
。伊 佐 座 2 4 1 9 1 ，9 8 7 1 ．0 38

下　　 二 4 5

3 6

3 9

2 8

4 ，0 43

3 ，7 42

2 ．2 85

2 ，8 41吉　　 田 4 9 2 6 2 ．0 60 8 74
頃　　 未 3 6 19 1 ，9 35 8 71

†八 2 7 1 7 1 ．7 80 1 ．2 35
古　 賀 2 4 23 2 ．1 84 1 ，53 9
猪　 熊 46 24 7 ．04 6 3 ，86 9

計 3 ｂ6 2 11 2 6 ，1 50 1 5 ．8 6 4

ご　み　収　集　料　金

収集 区分 改定手数料 現　　　 行 実施 期 日

事　 業 ‾析

1
1回の排出料 1 回の排出量

昭和56，4 ． 1
級 恥 ｇまで毎

3 ．0 6 0 円以内

汎 ｇまで毎
2 ，6 2 5 円以内

2 月　　 額 目　　 顔
昭和56 ．4 ． 1級 9 ．4 8 0 円以内 8 」 2 5 円以内

一般 富庖 3 月　　 額 月　　 顔
昭和56．4 ． 1締 7 0 0 円 6 0 0 円

一般官廃ごみは　 一世蕎当り 1 8 0 円 （月額）を町が助成しますので
実升料金は次のようになります。

（7 0 0 円－ 1 8 0 円）車 5 2 0 円

（一般宮巌ごみ料金）（町助成金） （実質収集料金）

し　尿　収　集　料　金

昭
和
五
十
五
年
分
所
得
税
の
確
定
串

告
の
期
限
内
の
受
付
は
、
三
月
十
六
日

で
終
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
確
定
申
告

書
を
提
出
し
た
後
で
、
計
算
違
い
な
ど

の
た
め
に
、
申
告
し
た
内
容
に
間
違
い

が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
人

元ＰＴＡ会長　吉富

汲 収 区 分 改 定 手 教皇 現　 行 実 態＝ 朝 日 慣　　　　 考

人 軋 速 汲 取 式
1 人 Ｈ ．1 人 月 昭 和 56 ．4 ．1 一一般 家 庭 の 普通

ｊ詭

納

3 5 0 Ｆｌ 3 0 0 円 漁 取 式 便 所
無　 臭　 式 ｌ人 月 1 人 月

昭 和 57 ．4 ．1 禁 奥 ト イ レ
（クリー ン） 4 0 0 円 3 0 0 円

従　 呈 ；納
18 ｇ　に つ き 18 ！ に つ き

昭 和 56 ．4 ．1

事 業 戸斤等 不 特 定
多数 が 使 用 す る
ｆ更戸斤一 般 家 庭 の
簡 易 水 洗 便 所 不
貞 便 †書な ど

1 5 0 円 1 2 5 円

は
、
そ
れ
を
訂
正
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
社
会
保
険
料
控
除

や
扶
養
控
除
な
ど
を
書
き
忘
れ

た
た
め
に
、
税
金
を
実
際
よ
り

多
く
払
っ
た
場
合
は
、
「
更
正

の
請
求
」
で
税
金
の
還
付
を
受

け
ら
れ
ま
す
「
更
正
の
請
求
」

が
で
き
る
の
は
、
来
年
の
三
月

十
六
日
ま
で
で
す
。

ま
た
、
所
得
を
実
際
よ
り
少

な
く
碑
告
し
て
い
た
よ
う
な
場

合
は
、
「
修
正
申
告
」
に
よ
り

正
し
い
金
額
に
訂
正
す
る
必
要

が
あ
ｈ
ソ
ま
す
。

現
在
青
少
年
の
非
行
校
内
暴
力
は
、

日
常
社
会
面
で
新
聞
の
三
面
記
事
に
毎

日
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
は
、
特
に
日
炭
閉
山
後
、
経
済

的
不
振
と
勤
労
者
の
県
外
流
出
に
伴
な

い
、
残
さ
れ
た
者
は
弱
者
（
老
人
と
子

供
）
と
鉱
害
、
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中

か
ら
生
ま
れ
て
く
る
一
時
的
な
青
少
年

非
行
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。閉

山
か
ら
十
年
過
ぎ
未
だ
に
炭
住
の

・
廃
屋
が
あ
り
、
．
青
少
年
非
行
の
温
床
に

な
る
た
め
、
早
急
に
取
壊
す
よ
う
各
団

体
か
ら
再
三
申
出
が
あ
り
な
が
ら
、
未

だ
に
残
留
家
屋
が
存
在
す
る
の
が
実
態

で
す
。
行
政
が
も
っ
と
真
剣
に
取
組
め

ば
、
炭
住
問
題
は
よ
り
早
く
解
決
で
き

、

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昨
今
、
校
内
暴
力
が
社
会
問
題
化
さ

れ
、
各
市
町
村
に
対
策
協
議
会
が
設
置

さ
れ
る
よ
う
に
ぼ
り
、
当
町
に
お
い
て

も
昨
年
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し

対
策
協
議
会
の
看
板
を
か
け
た
だ
け
で

は
な
く
な
り
ま
せ
ん
、
実
行
あ
る
の
み

で
す
。水

巻
町
で
は
、
真
に
通
し
た
対
策
、

協
議
が
な
さ
れ
実
行
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
早
急
に
実
態
に
合
っ
た
対

策
を
行
っ
て
下
さ
い
。
決
議
さ
れ
た
こ

と
は
、
町
民
に
Ｐ
Ｒ
し
て
協
力
方
も
お

願
い
し
ま
す
。

そ
の
対
策
と
し
て
私
の
提
案
を
一
つ

申
し
上
げ
ま
す
。
町
内
に
非
行
暴
力
一

一
〇
番
の
設
置
ま
た
は
校
区
別
に
専
門

の
相
談
者
を
置
き
、
身
近
に
相
談
の
で

き
る
体
制
を
と
っ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
町
長
に
力
強
い
行
政
力
を

教
育
長
に
は
優
秀
な
校
長
、
頭
脳
明
快

な
教
師
を
配
置
で
き
る
よ
う
望
み
ま
す

そ
う
す
る
こ
と
が
、
教
師
は
明
る
い
職

場
で
教
育
が
で
き
、
町
民
は
安
心
し
て

我
子
が
登
校
で
き
る
こ
と
と
患
い
ま
す

税金を納めて、　豊かな町づく　り



（5）広呵這〝軍紀∃賠　冊日用Ⅲ冊ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ刷Ｉ昭和56年3月25日　脚刑Ｉ

育犬登録・狂犬

病予防注射

昭
和
5
6
年
度
畜
犬
登
録
、
並
び
に
第

一
回
（
春
期
）
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
場
所
で
も
れ
な
く
受
け
ら
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
料
　
金
　
登
録
料

注
射
代

▼
日
時
及
び
場
所

。

4

月

1

3

日

（
月
）

。

4

月

1

4

日

（火）

。

4

月

1

5

日

（水）

。

4

月

1

6

日

（木）

午
前

午
後

午
前

2

0

0

0

円

ｌ

1

0

0

円

古
賀
公
民
館

机
公
民
館

樋
口
公
民
館

。
4
月
1
7
日
　
午
後
　
町
民
会
館
前

。
5
月
2
日
（
前
記
日
程
に
も
れ
た
犬
）

午
前
　
町
民
会
館
前

午
前
は
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
ま
で

午
後
は
1
3
時
～
1
4
時
3
0
分
ま
で

野
犬
狩
り
に
ご
注
意

机
社
宅
・
頃
末
・
古
賀
地
区

机
・
古
賀
地
区
一
帯
と
頃
末
（
山
間

部
）
の
野
犬
の
薬
殺
を
次
の
通
り
行
い

ま
す
の
で
、
飼
犬
は
十
分
注
意
さ
れ
ま

す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
2
6
日
、
1
8
時
か
ら
3
月

2
7
日
、
1
0
時
ま
で

毒
餌
を
し
か
け
た
場
所
に
薫
旗
を
立

て
い
ま
す
。
特
に
、
子
供
が
い
る
家
庭

は
、
そ
の
場
所
に
近
寄
ら
な
い
よ
う
ご

注
意
下
さ
い
。

れ
ら
の
工
事
に
関
す
る
申
請
か
ら
復
旧

検
査
に
至
る
ま
で
の
基
準
を
整
備
し
、

道
路
の
保
全
を
図
る
目
的
で
道
路
占
用

規
則
を
作
り
、
4
月
1
日
か
ら
通
用
し

ま
す
。
こ
の
規
則
で
、
次
の
表
の
路
線

は
5
6
年
4
月
1
日
か
ら
、
1
年
間
、
道

路
の
掘
り
返
し
が
禁
止
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
土
木

係
ま
で
問
合
せ
下
さ
い
。

ｌｌｌ．ＷＭｌｌ．・

グ

ラ

ン

ド

使

用

抽
選
　
で

は
′．Ｈｌｌｌ．′ｌ′ｌ－′ｌｌｌ

午
後
猪
熊
町
住
公
民
館

午
前
下
二
町
住
公
民
館

午
後
　
二
町
住
公
民
館

年
前
　
吉
田
三
公
民
館

午
後
　
吉
田
二
公
民
館

舗
装
工
事
後
の
町
道
に

掘
削
1
年
間
禁
止
措
置

宅
地
化
が
進
み
、
水
道
管
や
ガ
ス
管

な
ど
の
引
込
み
で
町
道
を
掘
り
返
す
こ

と
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
町
で
は
、
こ

路　 線　 名 対象区間 路　 線　 名 対象区間

古　　 作　　 線 全線 後　　 谷　　 線 一 部

三反間 ・十三嫁線 一 部 猪　 熊 ・机　 線 一 部

砂 の山 ・丸ノ内線 一 部 柳 土 手 ・西平 線 一 部

おかの台1号～7号 全 部 伊 佐 座 吉 田 線 一 部

高松団地1号～4号 〃 羅 漢 前 ・岩 瀬 線 一 頭

鯉 口団地1号～7号 ク 島 内 ・的 場 線 一 部

下 二 町 住 5 号 線 一ケ 的 場 ・居地 間 線 全 部

二 町 住 1号～3号線 〃 伊　 佐　 座　 二　 線 一 部

上　 前　 田　 線 ク

今
後
の
日
・
祭
日
の
猪
熊
・
吉
田
グ

ラ
ン
ド
使
用
に
つ
い
て
は
、
希
望
者
が

多
数
の
た
め
、
2
か
月
前
に
抽
選
を
行

い
ま
す
。

な
お
、
6
月
分
に
つ
い
て
は
、
次
の

通
り
抽
選
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
参
集

下
さ
い
。

▼
日
時
　
4
月
6
日
（
月
）
　
1
3
時

▼
場
所
　
町
民
会
館
2
階

八幡総合庁舎

消
防
設
備
点
検
資
格
者

再
講
習
会

4 階 農 林事務 所

3階 福祉事 務所

2階
教 育庁　 労 政事 務所

農 業改良 普及事 務所

1階 財務事務 所 ・売 店

モ則松　 ノ ｒ　　　 ナフコ

舶　　　■モ黒崎　　　　　　　3　号線

国
保
、
保
険
証
の
切
替

現
在
使
用
中
の
国
保
の
被
保
険
者

証
は
3
月
3
1
日
ま
で
で
期
限
切
れ
と

な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
通
り
、

現
在
使
用
中
の
国
保
被
保
険
証
の
検

認
を
行
い
ま
す
の
で
、
も
れ
な
く
検

認
さ
れ
ま
す
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
検
認
が
な
い
場
合
は
、
4

月
か
ら
の
診
療
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

▼
日
時

。
3
月
2
6
日
　
二
野
間
町
住
、
二
町

住
、
下
二
町
住
、
吉
田
団
地
、

吉
田
イ
ワ
ゼ
町
住
、
垣
添
町
住

高
松
団
地

。
3
月
2
7
日
　
鯉
口
団
地
、
猪
熊
町

住
、
立
屋
敷
、
伊
左
座
、
二
、

下
二
、
み
ず
ほ
、
サ
ニ
ー
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
、
入
江
興
産
社
宅
、

林
住
宅
、
吉
田
一
、
二

・
3
月
3
0
日
　
吉
田
三
、
緑
風
園
、

美
吉
野
、
松
栄
荘
、
水
巻
苑
、

頃
末
、
机
、
古
賀
、
新
生
街
、

高
尾
団
地

、
、
、
－
　
　
－
、
カ

。
3
月
3
1
日
　
二
社
区
、
古
賀
区
、

梅
ノ
木
区
、
高
松
区
、
樋
口
、

お
か
の
台
、
梅
ノ
木
団
地
、
猪

熊
時
間
は
い
ず
れ
も
9
時
～
1
6
時

▼
場
　
所
　
役
場
酉
別
館
（
消
防
車

庫
横
）

▼
持
参
晶
　
保
険
証
、
印
鑑

保
険
税
を
ま
だ
納
め
て
な
い
方
は

こ
の
切
替
時
期
の
3
月
末
日
ま
で

に
納
め
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

ｌ

ヽ
ヽ
ｌ
レ

第
一
痩
消
防
設
備
点
検
資
格
者
再
講

習
会

▼
日
時
　
5
月
1
4
日

▼
会
場
　
山
口
県
農
協
会
館

▼
申
請
　
4
月
1
3
日
～
2
5
日
ま
で
に
山

口
県
消
防
設
備
協
会
ま
で

第
二
種
消
防
設
備
点
検
資
格
者
再
講

習
会

▼
日
時
　
5
月
1
5
日

会
場
　
申
請
は
第
一
種
に
同
じ

く
わ
し
く
は
郡
消
防
本
部
予
防
課
（

奮

0

9

3

2

9

・

3

・

1

2

3

1

）

　

へ

4
月
か
ら
県
の
出
先
機

関
が
総
合
庁
舎
に
移
転

県
の
八
幡
総
合
庁
舎
が
、
こ
の
度
、

3
号
線
沿
（
図
の
通
り
）
に
完
成
し
、

折
尾
鷹
見
に
あ
る
県
の
出
先
機
関
が
入

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

3
月
2
5
日
頃
か
ら
移
転
が
始
ま
り
ま

す
の
で
、
そ
の
前
後
日
は
御
迷
惑
を
お

か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
顧
い
し
ま
す
。

ｌ
同
好
会
会
員
募
集

空
手
同
好
会

▼
応
募
対
象
　
小
学
生
以
上

▼
練
習
会
場
及
び
曜
日

。
水
中
体
育
館
、
毎
週
土
曜
日
、
1
8
時

。
吉
田
団
地
集
会
所
、
毎
週
火
、
金
曜

1
8
時
か
ら

希
望
者
は
直
接
会
場
の
万
へ

民
謡
尺
八
同
好
会

初
心
者
歓
迎
、
会
費
は
無
料

▼
練
習
日
　
毎
週
金
曜
、
1
9
時
～
2
1
時

▼
場
　
所
　
町
民
会
館
、
日
本
間

希
望
者
は
教
育
委
員
会
・
石
田
ま
で

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会

パ
ド
、
ミ
ン
ト
ン
は
、
だ
れ
末
も
で
き

る
手
軽
な
運
動
で
す
。
家
に
じ
っ
と
し

て
い
る
方
、
週
旦
埋
さ
わ
や
か
な
汗

を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

く
わ
し
い
こ
と
及
び
申
込
み
は
、
役

場
・
福
井
ま
で
。

国民年金の保険料は4月から4，500円（現行3，770円）になります。
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三
種
混
合
の
予
防
接
種

三
種
混
合
（
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ヤ

破
傷
風
）
の
予
防
接
榎
を
次
の
通
り
行

い
ま
す
の
で
、
も
れ
な
く
接
種
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
児

①
第
一
期
の
接
種
、
生
後
2
4
か
月
～
4
8

か
月
ま
で
の
幼
児
で
初
め
て
受
け
る

人
。
3
週
～
8
過
の
間
隔
で
3
回
受

け
な
け
れ
ば
第
一
期
は
完
了
し
ま
せ

ん
。
日
程
表
を
よ
く
み
て
受
け
て
下

さ
い
。

㊥
第
二
期
の
接
桂
、
第
一
期
の
3
回
接

種
が
終
っ
て
か
ち
1
年
～
1
年
半
経

過
し
た
幼
児
で
1
回
接
種
。
都
合
の

い
い
目
に
受
け
て
下
さ
い
。

▼
日
　
時

。
1
回
目

。
2
回
目

。
3
回
目

4

月

ｌ

日

・

2

日

4

月

2

1

日

・

2

2

日

6

月

9

日

・

1

0

日

。
追
加
日
　
6
月
3
0
日

時
間
は
い
ず
れ
も
1
4
時
～
1
5
時

▼
場
　
所
　
町
民
会
館

▼
注
意
事
項

①
当
日
の
朝
、
体
温
を
計
る
こ
と

㊥
前
日
ま
で
に
問
診
票
を
役
場
衛
生
係

に
と
り
に
来
る
こ
と

㊥
問
診
票
は
捺
印
す
る
こ
と
。
捺
印
の

な
い
も
の
は
受
付
け
ま
せ
ん

▼
次
に
あ
げ
る
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

・
熱
の
あ
る
子
供
・
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質

の
子
供
・
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
を

起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
・
慢
性
疾
患

（
腎
臓
、
肝
臓
、
喘
息
）
に
か
か
っ

て
い
る
・
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
邪

水
痘
な
ど
に
か
か
っ
て
1
か
月
以
上

た
っ
て
い
な
い
。

心
配
な
点
は
か
か
り
つ
け
の
医
師
に

相
談
下
さ
い
。

1

才

6

か

月

幼

児

相

談

▼
日
時
　
4
月
6
日
（
月
）
、
2
0
日
（
月
）

1
3
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

▼
対
象
児
　
1
歳
6
か
月
～
1
歳
8
か

月

▼
内
容
　
身
長
・
体
重
測
定
、
し
つ
け

や
こ
と
ば
の
問
題
な
ど

7
か
月
児
乳
児
相
談

▼
対
象
児
　
昭
和
5
5
年
8
月
1
日
～
5
5

年
9
月
3
0
日

▼
日
時
　
4
月
1
3
日
（
月
）
、
1
3
時
～
1
5

時

▼
場
所
　
役
場
酋
別
館

▼
内
容
　
運
動
発
達
の
観
察
な
ど

老

　

人

　

検

　

診

▼
対
象
　
6
0
歳
以
上
の
人

▼
日
時
　
4
月
1
3
日
（
月
）
、
1
4
日
（
火
）

1
0
時
～
1
1
時

▼
場
所
　
机
山
荘
（
老
人
い
こ
い
の
家
）

▼
内
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定
、
個
人
指

導

4
月
の
詣
震
相
談

▼

日

時

　

4

月

6

日

、

1

3

日

、

2

0

日

、

2

7

日

、

1

3

時

～

1

6

時

3

0

分

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
ら

れ
ま
す
。

交
通
事
故
相
談

▼
日
時
　
4
月
6
日
、
1
0
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
中
闇
市
市
民
識
語
室
（
曾
0

9

3

・

2

4

・

ｌ

1

1

1

）

▼
主
催
　
福
岡
県
交
通
事
故
相
談
所

町
指
名
願
受
付
け

4

月

1

日

～

1

5

日

町
が
昭
和
5
6
年
度
に
発
注
す
る
工
事

等
の
入
札
、
見
積
り
に
参
加
希
望
さ
れ

る
方
を
次
の
要
領
で
受
付
け
ま
す
。

▼
受
付
け
　
4
月
ｌ
日
～
1
5
日

▼
受
付
場
所
　
役
場
財
政
係

町
指
定
の
建
設
業
者
カ
ー
ド
は
財
政

係
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

広
域
行
政
関
連
企
業

（
有
〕
遠
賀
ダ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
職
員

募
集

▼
職
種
　
ご
み
運
転
手
（
男
1
8
歳
～
3
0

歳
）
、
ご
み
収
集
作
業
員
（
男
3
0
歳

ま
で
〕

▼
受
付
け
　
4
月
1
0
日
ま
で
履
歴
書
持

参
の
上
、
当
社
ま
で

面
持
、
4
月
1
4
日
、
1
2
時
ま
で

く
わ
し
く
は
、
㈲
遠
賀
ダ
ス
ト

タ

ー

（

奮

0

9

3

2

∩

亀

・

2

・

0

8
）
－
岡
垣
町
野
間
4
6
6
の
2

～お　　礼～
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会に

ご寄贈がありました。ご冥福をお祈りいたします。

竹元　道子殿

江島　敬次殿

宮本　善樹殿

土岐　数雄殿

みずほ団地　故徳丸アサヲ殿

吉　田　二　故江島カツヨ殿

下二町住　故宮本　洋子殿

八幡西区浅川　故土岐小都恵殿

4月のし尿汲取予定日

1日　頃末（1、3、4、7、16区）、猪熊
2日　頃末（1、2、3、7、10区）、林社

宅、垣添、猪熊

3日　唐熊（頃末22、23区）、鯉口（吉田二
6区、吉田三5区）、猪熊

4日　唐鮨（頃末22、24区）御輪地（吉田二
1、2区）鯉口（吉田三2、5、6区）、
新生街（山ノロ団地）、頃未（15、25
区）、猪熊

6日　御輪地車返し（吉田三6、11区）鯉口
（吉田三1、2、3、5区）、15日ま

わり、猪熊

7日　緑風園、松栄荘、頃末（18区）、頃末
（5、12、13区）

8日　中央区（頃末17、19、20、21区）、松
栄荘、美吉野、頃末（5、12、13区）

9日　中央区（頃宋9、10、20、21区、みず
まき苑）、立屋敷、伊左座、下二、
美吉野、古賀、新生街

美

10日片山、川端通り、本村、二、下二、

吉野、古賀、机

11日　大橋県道筋（富田二3、5、6区）、
ヌメリ石、宮尾、本村、二、御輪地、
古賀区、高松区、頃末（6、11、14区）

13日　大橋県道筋（吉田二3、4、6、9区、
イワゼ町住）月夜待（吉田－3区）、
車返し、宮ノ下社宅、頃末（6、11、
14区〕

14日　二町住、下二町住、宮ノ下社宅、机社
宅、樋口

15日　吉田団地（37～43、46～52棟）、二町
任、商店街（吉田－3区）、卯月、猪熊

16日　吉田団地（19～22、28－36、44、45、
53～57、94～101棟）、樋口

17日　吉田団地（3～6、8～10、16～18、
24－27、60－65、83～85、102～113棟）、
猪熊

18日二　言田団地（1、2、7、11～15、66～
71、76～82、86－93、105、108棟）、
猪熊、樋口

20日　吉田団地（72、73棟、分譲）、下二（
1∴　2、3区）、猪熊町住

21日　二、野間町住、吉田本村、古賀県住

22日　二（6区）、伊左座、猪熊、樋口赤水
23日　幼稚園通り（伊左座3、5区、二1、

2区、双葉荘、下二4、10区）伊左座
24日．幼稚園通り（下二5、6、7区、伊左

座3、5区）

25日　みずほ団地、猪触

27日　みずほ団地、猪鮎、樋口

30日　古賀区（梅ノ木団地側）、梅ノ木区

あ　なた　の役場です　　電話（201）4321番

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛

編
　
集
水
巻
町
企
画
財
政
課
（
電
2
0
1
－
4
3
2

口
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資
会
社


